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載
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床
倫
理

臨
床
倫
理
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン

メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン

メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
ー
ク （M

ediation T
alk

） 

の
実
践

　

―
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
例
を
題
材
に
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は
じ
め
に

は
じ
め
に

　

メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
ー
ク
（M

ediation 
T

alk

：
協
働
・
共
創
の
対
話
）
の
目
的
は
、
既
存
の

選
択
肢
の
中
か
ら
最
適
解
を
選
択
す
る
こ
と
で
は
な

く
、
当
事
者
を
取
り
巻
く
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ナ

ラ
テ
ィ
ヴ
を
共
有
し
、
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
新
た
な
意
思
決
定
を
共
に
創
り
出
す
こ
と

に
あ
る

（1）
。

　

M
ediation T

alk

で
は
、対
話
の
過
程
は
、「
会
話

（Conversation

）」か
ら「
協
働
対
話（Collabo-

rative D
ialogue

）」
へ
、
そ
し
て
、「
共
創
対
話

（Co-creative D
ialogue

）」
へ
と
い
う
三
つ
の

段
階
を
経
て
発
展
す
る
。

　

会
話
は
、
情
報
や
意
見
を
交
換
す
る
基
本
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
協
働
対
話
で
は
、
当

事
者
が
互
い
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
を
語
り
、
聴
き
合
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
認
知
フ
レ
ー
ム
や
価
値

観
を
理
解
し
、
相
互
理
解
を
形
成
し
て
い
く

（2）
。

　

こ
の
段
階
で
は
、
社
会
構
成
主
義
が
示
す
よ
う
に
、

異
な
る
現
実
構
成
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
が
対
話
の

前
提
と
な
る
。
ま
た
、
共
創
対
話
で
は
、
相
互
理
解

に
と
ど
ま
ら
ず
、
対
話
を
通
し
て
当
事
者
双
方
の
ナ

ラ
テ
ィ
ヴ
が
動
態
的
に
変
容
す
る
。
前
号
で
述
べ
た

よ
う
に
、
ガ
ダ
マ
ー
の
い
う
「
地
平
の
融
合
」
は
、

こ
の
過
程
を
哲
学
的
に
説
明
す
る
概
念
で
あ
り
、
双

方
の
理
解
の
地
平
が
広
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た

な
意
味
世
界
が
生
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

意
味
生
成
の
過
程
に
お
い
て
、
患
者
・
家
族
の
経
験

知
と
医
療
者
の
専
門
知
は
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、

相
補
的
な
知
と
し
て
統
合
さ
れ
て
い
く

（3） 

（4）
。

　

本
稿
で
は
、
身
近
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
例
で

M
ediation T

alk

の
実
践
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　　
１
．
１
．
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
な
ぜ
起
き
る
の
か

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
な
ぜ
起
き
る
の
か
（5）（5）

⑴ 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
認
定
に
お
け
る
諸
問
題

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
は
、
何
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
し

て
認
定
さ
れ
る
の
か
が
問
題
で
あ
る
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
厚
生
労
働
省
の
定
義

は
、
次
の
よ
う
に
提
示
さ
れ
る
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義

（6）

・
暴
言
・
暴
力
・
過
剰
ま
た
は
不
当
な
要
求
・
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
の
誹
謗
中
傷
な
ど

・「
受
け
手
の
感
じ
方
」
が
重
要
（
加
害
者
の
意
図

だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
）

・
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
・
人
格
否
定
を
伴
う
こ
と
が

特
徴
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厚
生
労
働
省
の
６
類
型
（
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）

　
　

〈
類
型
〉　
　
　
　
　

〈
内
容
〉

　

①
身
体
的
な
攻
撃	

暴
力
・
傷
害

　

②
精
神
的
な
攻
撃	

脅
迫
・
侮
辱
・
暴
言

　

③
人
間
関
係
か
ら
の
切
り
離
し

			




隔
離
・
仲
間
外
し

　

④
過
大
な
要
求		
業
務
上
明
ら
か
に
不

			



要
な
こ
と
の
強
制

　

⑤
過
小
な
要
求		

能
力
・
経
験
に
見
合

			




わ
な
い
仕
事
の
強
制

　

⑥
個
の
侵
害		



私
的
な
こ
と
へ
の
過

			




度
な
立
ち
入
り

　

ま
た
、
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
は
、
以

下
、確
定
指
針
（
令
和
８
年
10
月
１
日
施
行
）
に
よ
っ

て
、
下
記
の
よ
う
に
、
定
義
し
て
い
る

（7）
。

　

「
①
顧
客
等
の
言
動
で
あ
っ
て
、
②
そ
の
雇
用
す

る
労
働
者
が
従
事
す
る
業
務
の
性
質
そ
の
他
の
事
情

に
照
ら
し
て
社
会
通
念
上
許
容
さ
れ
る
範
囲
を
超
え

た
も
の
に
よ
り
、
③
労
働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ

る
も
の
」

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
定
義
さ
れ
改
定
さ
れ
て
も
、
各

現
場
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

と
い
う
ラ
ベ
ル
で
一
括
り
に
せ
ず
、
そ
の
言
葉
の
中

身
と
生
起
し
た
文
脈
を
丁
寧
に
読
み
解
く
必
要
が
あ

る
こ
と
で
あ
る
。

　

今
、
医
療
現
場
で
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
患
者
・
家
族
等
か
ら
の
暴
言
の
表
出
に
耐

え
ら
れ
な
い
医
療
職
の
ス
ト
レ
ス
増
加
の
実
態
が
あ

る
。
そ
れ
が
医
療
の
質
低
下
に
つ
な
が
る
重
大
な
問

題
と
な
る
こ
と
か
ら
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
被
害
を
ど
う
認
定
し
、
ど
う
責

任
や
改
善
を
考
え
て
い
く
か
に
お
い
て
、
そ
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
な
っ
た
事
象
に
は
、
そ

の
背
景
に
、
コ
ン
フ
リ
ク
ト
（
認
知
の
齟
齬
）
が
あ

り
、
患
者
や
家
族
の
強
い
不
安
や
孤
立
感
が
潜
ん
で

い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
気
づ
い
て
対
応
で
き
る

か
否
か
が
問
わ
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
は
、
協
働
対

話
が
全
く
行
わ
れ
ず
、
遮
断
し
て
、
罪
と
罰
、
責
任

追
及
に
終
わ
り
が
ち
で
あ
る
。

　
⑵
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
背
景
を
考
え
る
ー
レ
ヴ
ィ
ン
の

　
「
場
」
の
理
論
で
考
え
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト 

（8）

　

レ
ヴ
ィ
ン
は
、行
動
（
Ｂ
）
＝
関
数
ｆ
（
個
人
（
Ｐ
）、

環
境
（
Ｅ
））
と
定
義
し
、
人
の
行
動
は
「
個
人
の

特
性
」
と
「
環
境
」
の
相
互
作
用
で
決
ま
る
と
い
う
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
因
を
次
の
よ
う
に
提
示
す

る
。

個
人
の
要
因
（
Ｐ
）
の
例

・
権
力
欲
・
支
配
欲
・
完
璧
主
義

・
共
感
性
の
欠
如
・
寛
容
力
の
低
さ

・
自
己
正
当
性
へ
の
強
い
こ
だ
わ
り

環
境
の
要
因
（
Ｅ
）
の
例

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
許
容
す
る
組
織
風
土

・
上
下
関
係
の
歪
み
・
閉
鎖
的
な
集
団

・
相
談
窓
口
の
不
備

　

こ
の
よ
う
に
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
は
、
個
人
に

対
す
る
法
や
倫
理
や
処
罰
感
情
で
行
う
の
で
は
な
い
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が「
個
人
の
問
題
」だ
け
で
な
く
、「
環

境
の
問
題
」
で
も
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
対
応
す

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
事
実
調

査
の
聞
き
取
り
に
お
け
る
、
両
当
事
者
、
関
係
者
へ

の
協
働
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
に
な
る
。

　
２
．
２
．M

ediation T
alk

M
ediation T

alk

の
実
践
の
要
点

の
実
践
の
要
点

　

筆
者
の
説
くM

ediation T
alk

と
は
、
以
下
で

あ
る

（9）
。
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M
ediation T

alk

は
、
結
論
を
導
く
た
め

の
会
話
技
法
で
は
な

く
、
心
理
的
安
心
性

、
、
、

と

多
声
性
が
確
保
さ
れ
た

「
場
」
に
お
い
て
、
ナ

ラ
テ
ィ
ヴ
、
問
い
、
前

理
解
の
相
互
作
用
を
支

表２　対話の４段階「協働対話が紡ぐ４つの段階と４つの循環」より（10）

Stage1：受け入れる段階
→まず相手の語り（ナラティヴ）を傾聴・承認 受け入れる（コンフリクトを恐れない）

Stage2：情報交換の段階
→事実・感情・インタレストの相互共有 待つ（焦らず対話の場を保つ）

Stage3：再帰的思考の段階
→認知のズレを共有し、相互理解を深める あきらめない（対話を続ける意思）

Stage4：創出と意思決定の段階
→新しい関係性・解決策を共に創り出す 生み出される（新たな意味・関係の創出）

表３　Mediation Talk的接し方の5要素（MED-I-ATION の頭文字で内容実践）

頭字 英語 意味 実践のポイント
M Mind 気持ちよく挨拶 まず自分を整え、相手に温かく接する
E Empathy 思いやり 相手の立場に立って感じる（共感）
D Describe 相手の語りを聴く 表面の言葉だけでなく背後の感情を聴く
I Interests 今そこでの関心事 相手が今、本当に必要としているものは何か
A Acknowledge 承認を示す 「あなたの気持ちは伝わりました」と示す
T Tell/Talk 情報の相互交流 事実と感情を丁寧に言葉にして共有する
I Identity 本人の個性と選択肢 その人らしさを尊重し、選択肢を増やす
O Open Dialogue 開かれた対話 安全な場で自由に語れる空間をつくる
N Narrative 意味・展開・意思 語りを通じて意味を共に創り出す

表１　従来の対応との違い

従来の対応 Mediation Talk
勝ち/負けの二元論 関係の再構築・修復

排除・遮断 対話の継続
事実の白黒判定 意味と感情の共有
個人の問題解決 協働・共創

え
る
実
践
的
対
話
過
程
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

な
お
、Mediation T

alk

に
お
け
る〝M

ediation

〟

は
、「M

ind, Em
pathy, D

escribe, Interests, 

A
cknow

ledge, T
ell （T

alk
）, Identity, O

pen 
D

ialogue, N
arrative

」
の
頭
文
字
を
冠
し
た
概
念

的
ア
ク
ロ
ニ
ム
（A

cronym

：
頭
字
語
）
と
し
て

も
定
義
さ
れ
る
（
表
１
～
３
参
照
）。

　

身
近
な
対
話
実
践
の
た
め
に
、M

ediation T
alk

的
接
し
方
の
５
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
自
身
へ
の
共
感
と

相
手
へ
の
受
容
を
事
前
に
整
え
て
か
ら
、
日
常
で
活

か
す
協
働
・
共
創
対
話
に
臨
む
こ
と
を
勧
め
る
。

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
１
：
自
分
を
整
え
る
（M

ind

の
準
備
）

→
対
自
他
的
受
容
：
ま
ず
自
分
自
身
を
受
容
し
て

か
ら
相
手
を
受
容
す
る

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
２
：
聴
く
（A

ctive Listening

）

→
表
面
的
な
言
葉
だ
け
で
な
く
、
背
後
に
あ
る
感

情
や
願
い
を
聴
く

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
３
：
翻
訳
す
る
（N

arrative T
alking

）

→
相
手
の
攻
撃
的
な
言
葉
を
、
ニ
ー
ズ
や
不
安
の

表
現
へ
と
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
す
る

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
４
：
選
択
肢
を
増
や
す

（O
pening Listening

）

→
情
報
交
流
の
対
話
を
促
進
し
て
、
相
互
理
解
を

支
援
す
る

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
５
：
共
に
意
味
づ
け
る
（Co-creation

）

→
一
緒
に
状
況
を
整
理
し
、
こ
れ
か
ら
の
意
味
を

共
に
創
り
出
す

　

そ
の
た
め
に
は
、「
心
理
的
安
心
性

、
、
、

」
の
あ
る
対

話
の
「
場
」
に
す
る
必
要
が
あ
る

（11）
。
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師
は
「
言
い
訳
は
聞
き
た
く
な
い
」
と
遮
っ
た
。
そ

の
後
も
Ｂ
医
師
は
、
Ａ
さ
ん
か
ら
の
報
告
に
対
し
て

「
あ
な
た
で
は
話
に
な
ら
な
い
」「
別
の
看
護
師
に

代
わ
っ
て
」
と
繰
り
返
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

Ａ
さ
ん
は
、
Ｂ
医
師
へ
の
報
告
時
に
動
悸
や
手
の

震
え
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
必
要
な
報
告
に
も
迷

う
よ
う
に
な
っ
た
。
周
囲
の
看
護
師
も
Ｂ
医
師
へ
の

報
告
を
避
け
始
め
、
病
棟
で
は
患
者
安
全
上
の
懸
念

が
生
じ
た
。
Ａ
さ
ん
は
師
長
に
相
談
し
、
院
内
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
窓
口
が
事
実
確
認
を
行
っ
た
。

　

組
織
は
Ｂ
医
師
の
言
動
を
、
職
位
や
専
門
職
間
の

力
の
差
を
背
景
に
、
業
務
上
必
要
な
指
導
の
範
囲
を

超
え
て
Ａ
さ
ん
の
人
格
と
職
業
的
尊
厳
を
傷
つ
け
、

就
業
環
境
を
悪
化
さ
せ
た
行
為
と
判
断
し
た
。
そ
の

う
え
で
、
Ａ
さ
ん
の
安
全
と
自
由
意
思
を
確
認
し
、

Ａ
さ
ん
が
希
望
し
た
た
め
、
再
発
防
止
と
業
務
関
係

の
再
構
築
を
目
的
と
し
てM

ediation T
alk

（
協

働
・
共
創
対
話
）
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
⑵ 

対
話
前
に
確
認
す
べ
き
条
件

　

M
ediation T

alk

は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
有
無

を
曖
昧
に
し
た
り
、
当
事
者
双
方
に
同
じ
責
任
が
あ

る
と
み
な
し
た
り
す
る
手
続
き
で
は
な
い
。

　

「
心
理
的
安
心
性

、
、
、

」
と
は
、
そ
の
人
の
存
在
を
承

認
す
る
寄
り
添
い
の
「
場
」
で
あ
り
、
エ
ド
モ
ン

ト
ソ
ン
氏
の
「
心
理
的
安
全
性
（Psychological 

safety

）」や
安
氏
の「
心
理
的
居
場
所
」と
も
異
な
っ

た
、
新
し
い
意
味
を
持
つ
。
そ
れ
は
個
々
の
認
識
す

る
「
安
心
性

、
、
、

」
の
存
在
承
認
の
意
味
合
い
が
強
い

（12） 

（13）
。

　

つ
ま
り
、「
他
者
か
ら
受
け
入

れ
ら
れ
、
侵
害
さ
れ
ず
、
そ
こ
に

い
る
こ
と
が
安
心
に
感
じ
ら
れ
る

環
境
」
で
あ
り
、「
存
在
承
認
の

寄
り
添
い
の『
場
』を
創
る
こ
と
」

が
、M

ediation T
alk

（
協
働
・

共
創
対
話
）
の
前
提
条
件
で
あ
る
。

　

協
働
と
共
創
に
つ
い
て
も
、
こ

の
連
載
で
述
べ
て
き
た
が
、
簡
単

に
表
に
し
て
お
く
（
表
４
）。

　

つ
ま
り
、M

ediation T
alk

で
は
、
協
働
と
は
、「
対
話
の
プ

ロ
セ
ス
を
共
に
進
め
る
」
こ
と
で
、

共
創
と
は
、「
新
し
い
関
係
性
・

解
決
策
を
共
に
生
み
出
す
」
対
話

過
程
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

M
ediation T

alk

は
、
単
な

る
合
意
形
成
で
は
な
く
、「
協
働
」
か
ら
始
ま
り
、「
共

創
」
へ
と
発
展
す
る
共
創
的
意
思
決
定
の
あ
る
対
話

な
の
で
あ
る
。

　
３
．
３
．
事
例
：
医
師
か
ら
看
護
師
へ
の
パ
ワ
ー

事
例
：
医
師
か
ら
看
護
師
へ
の
パ
ワ
ー

　
　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と

　
　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
とM

ediation Talk
M

ediation Talk

⑴ 

事
例
の
概
要

　

外
科
病
棟
に
勤
務
す
る
看
護
師
Ａ
さ
ん
は
、
勤
務

５
年
目
で
あ
る
。
あ
る
日
、
術
後
患
者
の
血
圧
が
低

下
し
た
た
め
、
担
当
医
の
Ｂ
医
師
に
電
話
で
報
告
し

よ
う
と
し
た
。
Ｂ
医
師
は
手
術
中
で
連
絡
が
つ
か
ず
、

Ａ
さ
ん
は
病
棟
師
長
と
相
談
し
て
別
の
医
師
に
連
絡

し
、
輸
液
な
ど
の
対
応
を
開
始
し
た
。

　

手
術
を
終
え
て
病
棟
に
戻
っ
た
Ｂ
医
師
は
、
ナ
ー

ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
複
数
の
職
員
が
い
る
前
で
、

Ａ
さ
ん
に
言
っ
た
。

　

「
な
ぜ
勝
手
な
こ
と
を
し
た
ん
だ
」

　

「
医
師
の
指
示
な
し
に
動
く
な
。
看
護
師
の
く
せ

に
判
断
す
る
な
」

　

「
そ
ん
な
こ
と
も
分
か
ら
な
い
な
ら
、
こ
の
病
棟

を
辞
め
た
方
が
い
い
」

　

Ａ
さ
ん
が
経
過
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
と
、
Ｂ
医

表４　協働と共創の違い

協働 （Collaboration） 共創 （Co-creation）
定義 既存の目的を共有して一緒に動く 目的そのものを一緒に作る
特徴 役割分担・連携 新たな価値の創出
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実
施
前
に
、
双
方
に
は
次
の
条
件
を
確
認
す
る
。

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
が
停
止
し
て
い
る
か

・
被
害
を
受
け
た
Ａ
さ
ん
の
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い

る
か

・
Ａ
さ
ん
が
自
由
意
思
で
対
話
を
希
望
し
て
い
る
か

・
断
っ
て
も
不
利
益
を
受
け
な
い
こ
と
が
保
障
さ
れ

て
い
る
か

・
Ｂ
医
師
が
報
復
や
威
圧
を
行
わ
な
い
と
約
束
し
て

い
る
か

・
必
要
な
事
実
確
認
と
組
織
的
対
応
が
別
に
行
わ
れ

て
い
る
か

・
Ａ
さ
ん
が
い
つ
で
も
中
断
・
退
出
で
き
る
か

・
必
要
に
応
じ
て
同
席
者
や
心
理
的
支
援
を
利
用
で

き
る
か

　
⑶ M

ediation Talk

の
Ｉ
Ｐ
Ｉ
分
析
で
検
討

　

上
記
は
、
こ
の
事
例
を
Ｉ
Ｐ
Ｉ
分
析
し
て
み
た
例

で
あ
る
（
表
５
の
Ｉ
Ｐ
Ｉ
の
用
語
参
照
）。

　

D
ialogue Q

uestion
（
対
話
の
中
に
あ
る
ナ

ラ
テ
ィ
ヴ
の
論
点
）と
し
て
は
、以
下
が
想
定
で
き
る
。

　

「
専
門
職
と
し
て
の
尊
厳
を
守
り
な
が
ら
、
患
者

の
変
化
を
迅
速
か
つ
確
実
に
共
有
で
き
る
協
働
関
係

の
再
構
築
」
で
あ
る
。

　

Issue

（
争
点
・
問
題
）
は
「
Ａ
看
護
師
と
Ｂ
医
師

の
関
係
構
築
」
で
は
な
く
、「
患
者
安
全
と
職
員
の
尊

厳
を
両
立
す
る
業
務
関
係
の
見
直
し
と
改
善
」
と
し

て
導
か
れ
て
い
く
。

　
⑷ M

ediation Talk

の
対
話
実
践
例

①
心
理
的〝
安
心
性
〟を
確
保
す
る（
実
践
例
で
は
、簡

単
な
記
述
の
み
で
、挨
拶
な
ど
詳
細
は
省
略
）

メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
（
Ｍ
）：「
こ
の
『
場
』
は
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
改
め
て
争
う
場

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ａ
さ
ん
が
受
け
た
影
響
を
確

認
し
、
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
さ
ず
、
安
全
に
仕
事

を
す
る
た
め
の
個
人
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
と
関
係
性

や
仕
組
み
を
考
え
る
『
場
』
で
す
。
Ａ
さ
ん
は
、

答
え
た
く
な
い
質
問
に
は
答
え
ず
、
い
つ
で
も
中

断
で
き
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」

Ａ
：「
分
か
り
ま
し
た
」

Ｍ
：「
Ｂ
先
生
に
は
、
反
論
や
正
当
化
を
急
が
ず
、

ま
ず
Ａ
さ
ん
の
経
験
を
最
後
ま
で
聴
い
て
い
た
だ

き
ま
す
」

Ｂ
：「
分
か
り
ま
し
た
」

②
Ａ
看
護
師
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
を
聴
く
（
実
践
例
で
は
、

簡
単
な
記
述
の
み
で
、「
聴
く
」
直
前
の
受
容
・

表５　IPI分析の例

当事者 Position（主張・意見） Interest（関心・価値） 背景にある経験・志向性

A看護師 人前で威圧せず、必要
な報告を聞いてほしい

尊厳、安全、専門職としての承
認、安心して報告できる環境

患者を守りたい、看護師として
適切に判断したい

B医師 医学的判断は、担当医
に確認してほしい

治療責任、情報の正確性、指示
系統の維持 

患者状態を管理し、事故を防ぎ
たい

病棟・組織 安全な報告体制を回復
したい

患者安全、職員保護、多職種協
働

職種や職位にかかわらず必要な
情報が伝わる組織をつくりたい

Ｉ (Issues　イシュー )　　　：争点、問題、論点名称
Ｐ (Positions　ポジション)　：データ、当事者のとる立場・主張・見解（事実主張/要求主張/感情表出）
Ｉ (Interests　インタレスト) ：当事者のポジションをとらせている背後の利益・価値・ニーズ。潜んでいる
　　　　　　　　　　　　　　 根本的欲求
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共
感
の
語
り
か
け
は
省
略
）

Ｍ
：「
Ａ
さ
ん
は
、
あ
の
日
の
出
来
事
を
ど
の
よ
う

に
経
験
し
ま
し
た
か
。教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
か
」

Ａ
：「
患
者
さ
ん
の
血
圧
が
下
が
り
、
先
生
に
連
絡

し
ま
し
た
が
、
つ
な
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
待
つ

こ
と
が
危
険
だ
と
思
い
、
師
長
と
相
談
し
て
別
の

先
生
に
連
絡
し
ま
し
た
」

Ｍ
：「
そ
の
時
、
Ａ
さ
ん
は
、
何
を
最
も
大
切
に
し

て
い
ま
し
た
か
」

Ａ
：「
患
者
さ
ん
を
危
険
な
状
態
に
し
た
く
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
す
」

Ｍ
：「
そ
の
後
、
Ｂ
先
生
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
は
、

Ａ
さ
ん
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
か
」

Ａ
：「『
看
護
師
の
く
せ
に
』『
辞
め
た
方
が
い
い
』

と
言
わ
れ
、
看
護
師
と
し
て
の
自
分
を
否
定
さ
れ

た
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
Ｂ
先
生
へ
の
報
告

が
怖
く
な
り
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
の
た
め
に
報
告

し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
も
、
ま
た
怒
鳴
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
、
報
告
す
る
か
迷
い
ま
す
し
、

躊
躇
し
て
し
ま
う
自
分
が
い
ま
す
」

Ｍ
：「
言
葉
に
よ
っ
て
職
業
的
な
尊
厳
を
傷
つ
け
ら

れ
、
必
要
な
報
告
を
す
る
の
が
難
し
く
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
い
か
が
で
す
か
。
も
う
少
し
そ
の

こ
と
か
ら
、
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
た
の
か
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
」

Ａ
：「
は
い
。
謝
っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

安
心
し
て
報
告
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
」

③
Ｂ
医
師
の
語
り
を
確
認
す
る
（
実
践
例
で
は
、
簡

単
な
記
述
の
み
で
、「
聴
く
」
直
前
の
受
容
・
共

感
の
語
り
か
け
は
省
略
）

Ｍ
：「
Ｂ
先
生
は
、
当
時
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
と
理

解
し
て
い
ま
し
た
か
」

Ｂ
：「
自
分
が
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
治
療
が
始
ま
っ

て
い
た
の
で
、
混
乱
し
ま
し
た
。
担
当
医
と
し
て

責
任
を
負
っ
て
い
る
た
め
、
強
く
言
い
ま
し
た
」

Ｍ
：「
治
療
経
過
を
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
へ
の

不
安
と
、
担
当
医
と
し
て
の
責
任
感
が
あ
っ
た
の

で
す
ね
。
た
だ
し
、
そ
の
関
心
と
実
際
に
用
い
た

言
葉
は
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。『
看
護
師
の
く
せ
に
』『
辞
め
た
方
が
い
い
』

と
い
う
言
葉
は
、
患
者
安
全
の
た
め
に
必
要
な
指

示
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
」

Ｂ
：「
そ
こ
ま
で
言
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
だ
、
私
も
切
迫
し
て
い
ま
し
た
」

Ｍ
：「
切
迫
し
て
い
た
こ
と
は
背
景
と
し
て
理
解
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
Ａ
さ
ん
が
受

け
た
影
響
や
、
発
言
し
た
側
の
責
任
が
な
く
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ａ
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ま
し
た
か
」

Ｂ
：「
自
分
の
言
葉
が
、
Ａ
さ
ん
を
萎
縮
さ
せ
、
報
告

し
に
く
く
し
て
い
た
こ
と
は
分
か
り
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
患
者
安
全
に
も
影
響
し
た
と
思
い
ま
す
」

④
影
響
を
承
認
す
る

Ｍ
：「
Ａ
さ
ん
は
、
今
の
Ｂ
先
生
の
言
葉
を
ど
の
よ

う
に
受
け
入
れ
ら
れ
ま
す
か
？　

言
葉
に
で
き
ま

す
か
？
」

Ａ
：「
影
響
を
分
か
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
は
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
ま
た
同
じ
こ
と
が
起
き
な

い
か
と
い
う
不
安
は
残
っ
て
い
ま
す
」

Ｍ
：「
理
解
さ
れ
た
こ
と
と
、
信
頼
が
回
復
し
た
こ

と
は
同
じ
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
信
頼

の
回
復
に
は
、
今
後
の
具
体
的
な
行
動
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
」

Ａ
：「
は
い
」

Ｍ
：「
Ｂ
先
生
は
、
そ
の
不
安
に
対
し
て
何
を
伝
え

ま
す
か
」

Ｂ
：「
私
の
発
言
は
指
導
と
し
て
不
適
切
で
し
た
。
Ａ

さ
ん
の
尊
厳
を
傷
つ
け
、
報
告
し
に
く
い
状
況
を

つ
く
っ
た
こ
と
を
謝
罪
し
ま
す
。
今
後
は
、
人
前
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で
人
格
を
否
定
す
る
よ
う
な
言
い
方
は
し
ま
せ
ん
」

⑤D
ialogue Q

uestion

を
共
有
す
る
（
協
働
・

共
創
の
対
話
へ
）

Ｍ
：「
お
二
人
と
も
患
者
さ
ん
を
守
り
た
い
と
い
う
点

は
共
通
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
た
め

に
は
、
医
師
の
責
任
だ
け
で
な
く
、
看
護
師
が
患

者
さ
ん
の
変
化
に
つ
い
て
安
心
し
て
報
告
で
き
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
専
門
職
と
し
て
の
尊
厳
を
守

り
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
の
情
報
を
確
実
に
共
有
す

る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
必
要
で
し
ょ
う
か
」

Ａ
：「
報
告
の
途
中
で
遮
ら
ず
、
ま
ず
患
者
さ
ん
の

状
態
を
聞
い
て
ほ
し
い
で
す
」

Ｂ
：「
緊
急
時
は
、
患
者
名
、
変
化
、
現
在
の
対
応
、

求
め
る
指
示
の
順
に
報
告
し
て
も
ら
え
る
と
判
断

し
や
す
い
で
す
」

Ａ
：「
そ
の
形
式
は
使
え
ま
す
。
た
だ
、
連
絡
が
つ

か
な
い
場
合
に
誰
へ
報
告
す
る
の
か
も
決
め
て
ほ

し
い
で
す
」

Ｍ
：「
個
人
の
注
意
だ
け
で
は
な
く
、
連
絡
経
路
そ

の
も
の
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
ね
」

⑥
協
働
・
共
創
意
思
決
定
を
形
成
す
る

　

紙
上
で
は
、
簡
単
な
対
話
の
や
り
取
り
に
見
え
る

が
、
実
際
に
は
時
間
を
か
け
て
両
当
事
者
の
ナ
ラ

テ
ィ
ヴ
へ
の
対
話
を
繰
り
返
し
、
尊
重
し
た
。
こ
の

よ
う
な
協
働
・
共
創
対
話
過
程
を
通
じ
て
、
次
の
事

項
を
相
互
に
理
解
し
て
、
確
認
し
あ
う
よ
う
な
協

働
・
共
創
意
思
決
定
が
導
か
れ
た
。

　

お
互
い
を
遮
断
し
て
一
方
的
な
対
立
構
造
を
創
る

の
で
は
な
く
、M

ediation T
alk

を
紡
い
で
い
く
こ

と
、
つ
ま
り
、
一
対
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
円
陣
で
の

メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
対
話
の
場
（
サ
ー
ク
ル
メ
デ
ィ

エ
ー
シ
ョ
ン
：Circle M

ediation

）
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
双
方
が
改
善
や
予
防
に
、
気
づ
く
こ
と
に

つ
な
が
っ
た
。

※
Ｂ
医
師
は
、
職
種
や
人
格
を
否
定
す
る
発
言
、
公

開
の
場
で
の
威
圧
、
報
告
者
を
一
方
的
に
拒
絶
す

る
言
動
を
行
わ
な
い
。

※
緊
急
時
に
は
患
者
対
応
を
優
先
し
、
指
導
や
振
り

返
り
は
落
ち
着
い
た
場
所
で
別
に
行
う
。

※
Ａ
看
護
師
を
含
む
看
護
職
は
、
定
め
ら
れ
た
報
告

様
式
を
用
い
て
患
者
状
態
を
伝
え
る
。

※
担
当
医
と
連
絡
が
つ
か
な
い
場
合
の
代
替
連
絡
経

路
を
病
棟
全
体
で
明
文
化
す
る
。

※
Ｂ
医
師
の
言
動
に
つ
い
て
、
所
属
長
が
一
定
期
間

確
認
と
指
導
を
行
う
。

※
Ａ
さ
ん
に
再
び
威
圧
や
報
復
が
あ
っ
た
場
合
は
、

対
話
で
は
な
く
組
織
の
相
談
・
調
査
手
続
き
に
戻
す
。

※
１
カ
月
後
に
、
Ａ
さ
ん
の
安
全
と
報
告
体
制
の
改

善
状
況
を
、
別
々
の
面
談
を
実
施
し
て
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
す
る
。

　
⑸ M

ediation Talk

と
し
て
の
意
味

　

こ
の
事
例
に
お
け
るM

ediation T
alk

は
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
行
き
違

い
」
に
縮
小
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
ず
組
織
が
被

害
を
受
け
た
看
護
師
を
保
護
し
、
行
為
者
の
責
任
と

職
場
の
力
の
非
対
称
性
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
Ａ
看
護
師
の
繊
細
な
傷
つ
い
た
気

持
ち
と
職
業
的
尊
厳
、
Ｂ
医
師
の
治
療
責
任
と
専
門

職
意
識
、
そ
し
て
、
両
者
に
共
通
す
る
患
者
安
全
へ

の
志
向
な
ど
を
、
対
話
の
過
程
で
可
視
化
す
る
。

　

相
互
理
解
と
は
、
責
任
を
免
除
す
る
こ
と
で
は
な

く
、
何
が
起
き
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
生
じ
た
か
を

理
解
し
、
具
体
的
な
行
動
と
組
織
的
な
取
り
組
み
を

変
え
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
目
標
は
形
式
的
な
謝
罪
や
仲
直
り

で
は
な
く
、「
威
圧
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
指
示
関

係
」か
ら「
尊
厳
と
安
全
を
基
盤
と
す
る
協
働
関
係
」

へ
の
転
換
で
あ
る
。
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⑹ 
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
で
のM

ediation Talk
　

M
ediation T

alk

を
行
う
上
で
必
要
な
の
は
、

ま
ず
、「
加
害
者
／
被
害
者
」
の
固
定
的
な
ラ
ベ
ル

か
ら
一
時
的
に
離
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
以

下
の
５
点
に
着
目
し
実
践
す
る
。

○
「
認
知
や
意
図
の
ズ
レ
（
齟
齬
）」
に
着
目
す
る

○
中
立
的
支
援
者
が
「
場
の
均
衡
」
を
保
つ

○
感
情
の
承
認
と
事
実
の
整
理
を
並
行
し
て
実
施
す

る
○
早
期
介
入
に
よ
り
、
解
釈
に
よ
る
泥
沼
化
や
組
織

的
疲
弊
を
防
止
す
る

　

つ
ま
り
、M

ediation T
alk

に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
応
は
、
双
方
を
遮
断
し
排
除
す
る
こ
と
で
は

な
く
、「
関
係
を
再
び
振
り
返
り
、
対
話
可
能
な
状

態
に
戻
す
こ
と
」
で
あ
る
。

○
一
次
対
応
か
ら
三
次
対
応
、
組
織
対
応
、
社
会
的

対
応
に
配
慮
す
る

　

一
次
対
応
と
は
、
患
者
・
家
族
を
守
る
こ
と
、
二

次
対
応
は
ス
タ
ッ
フ
を
守
る
こ
と
、
三
次
対
応
と
は

協
働
対
話
で
関
係
者
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
四
次
対
応
と
し
て
、
組
織
対
応

（
人
・
品
格
を
守
る
→
組
織
を
守
る
）
を
す
る
こ
と
、

五
次
対
応
は
、
そ
の
地
域
社
会
に
対
し
て
、
地
域
と

人
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
と
め

ま
と
め

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
向
き
合
う
た
め
のM

ediation 
T

alk

（
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
ト
ー
ク
）
で
の
５
つ

の
姿
勢
を
挙
げ
る
。

１
．
一
人
ひ
と
り
の
考
え
や
価
値
観
を
尊
重
・
承
認

す
る

２
．
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
Ｂ
）
に
対
す
る
知
識
（
Ｐ
／

Ｅ
）
で
考
え
る

３
．
不
快
情
動
・
怒
り
は
二
次
的
な
感
情
で
あ
る

４
．
心
理
的
安
心
性

、
、
、

の
あ
る
修
復
的
「
場
」
を
創
る

た
め
、
丁
寧
な
双
方
向
性
の
協
働
対
話
を
行
う

５
．
個
人
の
罪
と
罰
の
責
任
追
及
の
前
に
、
一
次
・

二
次
・
三
次
・
四
次
・
五
次
対
応
の
順
の
視
点
で

臨
む

　
お
わ
り
に

お
わ
り
に

　

３
回
に
わ
た
り
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
ー
ク

（M
ediation T

alk

：
協
働
・
共
創
の
対
話
）
に

つ
い
て
著
述
し
て
き
た
。

　

「
患
者
の
尊
厳
を
守
る
倫
理
」
と
「
職
員
を
守
る

安
全
の
義
務
」
の
調
和
的
な
共
存
を
目
指
し
て
、
両

当
事
者
を
取
り
巻
く
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ナ
ラ

テ
ィ
ヴ
を
共
有
す
る
。
そ
し
て
、
相
互
理
解
が
深
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
新
た
な
意
思
決
定
を
共
に
創

り
出
す
。
こ
の
共
創
的
意
思
決
定
の
対
話
概
念
の
実

践
を
試
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

実
践
す
る
こ
と
で
、
心
理
的
安
心
性

、
、
、

と
多
声
性
が

確
保
さ
れ
た
場
に
お
い
て
、
当
事
者
が
異
な
る
地
平

に
拓
か
れ
、
そ
の
時
点
で
承
諾
可
能
な
意
思
決
定
を

形
成
し
て
い
く
こ
と
を
経
験
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り
、
そ
の
共
創
的
意
思
決
定
後
も
、

両
当
事
者
自
身
が
、
そ
の
対
話
の
「
場
」
の
経
験
を

意
味
づ
け
し
得
る
の
で
あ
る
。
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